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宮城教育大学の概要宮城教育大学の概要

宮城教育大学は宮城教育大学は宮城教育大学は宮城教育大学は「教員養成教育に責任を負う」「教員養成教育に責任を負う」「教員養成教育に責任を負う」「教員養成教育に責任を負う」大学として、教員養大学として、教員養大学として、教員養大学として、教員養

成教育と現職教育を両輪とする地域に密着した教育を行うことを目成教育と現職教育を両輪とする地域に密着した教育を行うことを目成教育と現職教育を両輪とする地域に密着した教育を行うことを目成教育と現職教育を両輪とする地域に密着した教育を行うことを目

標としている。標としている。標としている。標としている。標としている。標としている。標としている。標としている。

幼児教育、初等・中等教育及び特別支援教育の学校に有益な

教員を送り出すことを目的とし、併せて広義の教育分野にお

ける人材の養成を行う。

高度の専門性を求め、教育を学問として探求・実践し、より

優れた教員として活躍できる人材の養成を行う。

学士課程学士課程学士課程学士課程

修士課程修士課程修士課程修士課程

教職として高度の専門性と実践力を養い、教育の現場におい

て真にリーダーとなり得る人材の養成を行う。

専門職学専門職学専門職学専門職学

位課程位課程位課程位課程
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被被 害害 状状 況況

◆ライフラインの停止ライフラインの停止ライフラインの停止ライフラインの停止

・電気３月１５日、水道４月４日、ガス３月３１日に復旧

※４月７日深夜の余震にて、再度ライフラインが停止した。※４月７日深夜の余震にて、再度ライフラインが停止した。

電気４月８日、水道４月１４日、ガス４月１２日に復旧

◆建物応急危険度判定建物応急危険度判定建物応急危険度判定建物応急危険度判定

・危険判定 ０棟

・要注意判定 １４棟

・安全判定（要部分改修を含む） ４４棟

※磯浜団地内 合宿研修施設（Ｒ２ ２１３㎡）は津波により倒壊
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◆建物・設備の被害状況建物・設備の被害状況建物・設備の被害状況建物・設備の被害状況

・建物の被害 約５億円（第１次補正予算で復旧中）

・設備の被害 約１億円



被被 害害 状状 況況

◆安否確認安否確認安否確認安否確認

・学生、園児、児童、生徒、教職員全員無事

※ただし、学生１５名が捻挫、かすり傷等の怪我※ただし、学生１５名が捻挫、かすり傷等の怪我

◆学生等の被害状況（新入生を含む）学生等の被害状況（新入生を含む）学生等の被害状況（新入生を含む）学生等の被害状況（新入生を含む）

・家族等の死亡（７名）、不明（１４名） ２１名（０．６％）

・家屋の全半壊（７６名）、一部壊（２６０名） ３３６名（９．２％）
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震災後の対応状況震災後の対応状況

◆ライフラインの復旧

・危険建物を除き４月１４日に復旧

※電気４月８日、水道４月１４日、ガス４月１２日※電気４月８日、水道４月１４日、ガス４月１２日

◆学事日程関係

【大学】

・卒業式及び入学式を中止

・授業開始（４月１１日）を５月９日に変更、夏休み短縮

【附属学校】

・卒業式及び入学式は、延期して実施
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◆大学による被災学生への支援

・入学料、授業料免除枠拡大

・学寮への優先入寮

・宮城教育大学被災学生支援金の設立等



震災後の対応状況震災後の対応状況

◆被災地域に対する支援

・宮城県教育委員会、仙台市教育委員会と調整しながら、被災学校等へ教員

及び学生を送り学習支援等を行っている。及び学生を送り学習支援等を行っている。

・全国国立教育系大学及び宮城県内の国公私立大学等と連携して、長期休業

期間及び土日を活用した補習事業を計画している。

・宮城県内市町村の教育委員会等から依頼のあった「心のケア教員研修会」

の講師について、教員を派遣している。
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特に重要と考えられる教育復興の在り方特に重要と考えられる教育復興の在り方

◆被害状況・困難が生じている内容の本質的課題とその対策

・震災に対応した「教育の質」の問題

・「人的支援」に係わる問題・「人的支援」に係わる問題

・「資金・資材」に係わる問題

◆今後の教育復興において目指すべきと考えられる方向性

・当面の対応（２，３年の対応、特に短期集中型支援）

①教職大学院（現職教員）を中心とした学生ボランティアによる支援

②大学施設を活用した学校授業の実施

③学校からの支援要請への対応

・中長期的な対応（今後１０年程度の期間）
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・中長期的な対応（今後１０年程度の期間）

①潜在的心的損傷・ストレスを受けた学習者及び教員に対する支援

②支援のための人材バンク、教材バンクの整備

③他大学との連携強化による支援



１．学力低下・学力格差への懸念１．学力低下・学力格差への懸念１．学力低下・学力格差への懸念１．学力低下・学力格差への懸念

東日本大震災で甚大な被害を被った宮城県の教育の復興に向け、重点的に取り組む事項等を明確にし、県内の児童・生徒

の確かな学力の定着・向上及び現職教員の支援を中・長期的視点に立って実施する。

被災地の学校では、授業再開によって明らかになった事実関係が明確化しており、学力低下・学力格差は懸念されている。

しかしながら、学校教員の極度の疲労、被災の現状認識に伴う心的ストレス、問題をもった児童・生徒に対する心のケアを

含む教育の方法に関する知識不足に対する改善方法の検討の必要性が言われ始めており、喫緊の課題となっている。

宮城教育大学教育復興支援センター構想の必要性・背景宮城教育大学教育復興支援センター構想の必要性・背景宮城教育大学教育復興支援センター構想の必要性・背景宮城教育大学教育復興支援センター構想の必要性・背景宮城教育大学教育復興支援センター構想の必要性・背景宮城教育大学教育復興支援センター構想の必要性・背景宮城教育大学教育復興支援センター構想の必要性・背景宮城教育大学教育復興支援センター構想の必要性・背景

２．関係機関との連携による広域的支援（ニーズに基づいたプログラム開発・人材支援）２．関係機関との連携による広域的支援（ニーズに基づいたプログラム開発・人材支援）２．関係機関との連携による広域的支援（ニーズに基づいたプログラム開発・人材支援）２．関係機関との連携による広域的支援（ニーズに基づいたプログラム開発・人材支援）

含む教育の方法に関する知識不足に対する改善方法の検討の必要性が言われ始めており、喫緊の課題となっている。

① 教室復旧過程における児童・生徒の学習意欲・態度、集中力、学習達成度における課題が明確化

② 避難所生活や仮設住宅生活等の家庭環境の変化が与える子どもへの影響

③ 転校を余儀なくされ、離ればなれになった児童・生徒の心的ストレス

④ 家族を失った児童・生徒の癒されない気持ちの潜在化

宮城教育大学教育復興支援センターは、宮城県教育委員会及び仙台市教育委員会との連携のもとで、被災学校のニーズを

的確に押さえ、大学の専門的知見をもとに、支援の内容と方法に関する支援の枠組み（開発スキーム）を迅速に作り出す役

割を担う研究開発部門で作成した支援方法の設計図（ニーズや進捗度に応じた具体の支援プログラム）に基づき、既存又は

新規のプログラムに適した人材や教材を投入し、支援の最適化を行い、具体の支援プログラムとして学校に提供若しくは実

践する支援実施部門から構成される。

３．自治体の復興施策との関係３．自治体の復興施策との関係３．自治体の復興施策との関係３．自治体の復興施策との関係

宮城教育大学教育復興支援センター宮城教育大学教育復興支援センター宮城教育大学教育復興支援センター宮城教育大学教育復興支援センター

宮城県震災復興計画（第１次案）宮城県震災復興計画（第１次案）宮城県震災復興計画（第１次案）宮城県震災復興計画（第１次案）

１．適正な教育環境の確保

２．心のケアと防災教育

３．志教育の推進

４．宮城県の復興を担う人材の育成

仙台市震災復興計画（素案）仙台市震災復興計画（素案）仙台市震災復興計画（素案）仙台市震災復興計画（素案）

１．学びを通した人作りの推進

２．活動の実践を通じた人材育成の充実

３．ボランティア活動の促進

被災地域の

教育復興
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（（（（    支支支支    援援援援    地地地地    域域域域    ））））    

仙台市地域、仙台市地域、仙台市地域、仙台市地域、気仙沼地域、南三陸地域、女川地域、石巻地域、東松島地域、塩釜地域、七ヶ浜地気仙沼地域、南三陸地域、女川地域、石巻地域、東松島地域、塩釜地域、七ヶ浜地気仙沼地域、南三陸地域、女川地域、石巻地域、東松島地域、塩釜地域、七ヶ浜地気仙沼地域、南三陸地域、女川地域、石巻地域、東松島地域、塩釜地域、七ヶ浜地

域、多賀城地域、名取地域、岩沼地域、亘理地域、山元地域、栗原域、多賀城地域、名取地域、岩沼地域、亘理地域、山元地域、栗原域、多賀城地域、名取地域、岩沼地域、亘理地域、山元地域、栗原域、多賀城地域、名取地域、岩沼地域、亘理地域、山元地域、栗原地域地域地域地域、大郷、大郷、大郷、大郷地域地域地域地域    等等等等    

 

宮城教育大学教育復興支援センター宮城教育大学教育復興支援センター宮城教育大学教育復興支援センター宮城教育大学教育復興支援センター    

    

東日本大震災で甚大な被害を被った宮城県の教育の復興に向け、重点的に取り組

む事項等を明確にし、県内の児童・生徒の確かな学力の定着・向上及び現職教員の

支援を中・長期的視点に立って実施する 

シーズ集の作成 「東日本大震災支援プログラム」を作成し、教育現場に提供し、シーズとの調整を図り、実施東日本大震災支援プログラム」を作成し、教育現場に提供し、シーズとの調整を図り、実施東日本大震災支援プログラム」を作成し、教育現場に提供し、シーズとの調整を図り、実施東日本大震災支援プログラム」を作成し、教育現場に提供し、シーズとの調整を図り、実施 

         （内容：講座、センターによる支援、教員個人による支援、サークルによる支援、他機関等との共同支援） 

                                                                                                                                                                                                     

支援プログラム③ 教員研修教員研修教員研修教員研修等等等等事業事業事業事業 

         防災教育、教育臨床支援、カリキュラム開発、等 

         セミナー、講演会、研修会の開催等                 

支援プログラム④ 子ども対象・参加イベント事業子ども対象・参加イベント事業子ども対象・参加イベント事業子ども対象・参加イベント事業        

                                通常授業の中へイベント的要素の提供 

       （大学教員による実験工作教室、学生によるミニ 

        コンサート等）                                                                                

支援プログラム① 教育復興支援塾事業教育復興支援塾事業教育復興支援塾事業教育復興支援塾事業             

         長期休業期間、土日を利用した、補習授業 

支援プログラム② 教員補助事業教員補助事業教員補助事業教員補助事業                            

授業中の T2（教員補助）の役割 

         授業間及び放課後の園児、児童、生徒の相手 

         放課後塾の支援  課外活動支援 

支援プログラム⑤ 心のケア支援事業心のケア支援事業心のケア支援事業心のケア支援事業    

         教員への支援（講習会や説明会実施） 

         児童生徒への支援（個別相談）     

支援プログラム⑥ こころざし・キャリア教育事業こころざし・キャリア教育事業こころざし・キャリア教育事業こころざし・キャリア教育事業        

                            （先輩や著名人による児童・生徒対象講話）                    

各教育委員会各教育委員会各教育委員会各教育委員会    

被災地の学校被災地の学校被災地の学校被災地の学校 

宮城県内の国公私立大学宮城県内の国公私立大学宮城県内の国公私立大学宮城県内の国公私立大学    

国立教員養成系大学・学部国立教員養成系大学・学部国立教員養成系大学・学部国立教員養成系大学・学部 

学生・教員等派遣 

派遣依頼 

連絡・調整 

支 援 

組織組織組織組織    

センター長：連携担当理事 

 

●研究開発部門 

支援教育の質の確定、 

方法論に関する研究 

 

 

●支援実践部門 

支援の最適化、支援 

実践対応   
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（刻々と変わるニーズに応じた研究）（刻々と変わるニーズに応じた研究）（刻々と変わるニーズに応じた研究）（刻々と変わるニーズに応じた研究）    

●●●●    目的目的目的目的    

支援教育の質の確定、方法論に関する研究等を中長期的視野で行 

い、教育復興支援と研究成果から得られた新たな課題に対応した教 

員養成の在り方を検証する。 

●●●●    研究の研究の研究の研究の内容内容内容内容等等等等    

 ○ 支援マネジメント系研究 

    被災状況の実態把握（教育委員会等からのニーズ集約）・実 

態分析・支援の企画 

 ○ 協働プログラム開発系研究 

    支援教育の質・方法論（教育スキーム）の構築 

学級（教科指導）領域・学校経営領域 

    ＊ 教育委員会、他大学等関係機関との共同研究 

       地域の支援ニーズに適した教材等の開発 

       新たな課題の集約と分析・解決策の検討開発 

＊ 教職大学院院生（現職教員）を活用した支援の研究 

○ シーズの集約・分類・効果の研究  

●●●●    人材育成と人材育成と人材育成と人材育成と教員養成教育への取り込み教員養成教育への取り込み教員養成教育への取り込み教員養成教育への取り込み    

  教職大学院院生：危機管理教育、学級・学校経営マネジメント領 

域教育 

学部学生：ふれあい教育、ボランティア研修 

●●●●    今後の展開今後の展開今後の展開今後の展開    

 ○ 短期（１年目）崩壊した学校教育を復興させるための期間   

   活動地域に所在する学校の課題・要請内容等に基づいた支援 

プログラムの開発と提供活動  

 ○ 中期（１～３年目）：混乱の収束、復興教育ビジョンの確立に 

向けた教育研究活動の推進  

   支援プログラムの開発と提供活動（継続）、復興教育の確立に 

向けた全国規模のネットワークの構築  

 ○ 長期（４～５年目）：復興教育ビジョンの確立  

   支援プログラムの開発と提供活動（継続）、復興教育の活動成 

果を全国の関係機関に還元  

 

（シーズの集約）（シーズの集約）（シーズの集約）（シーズの集約）    

● 教材バンク 

 ・ 教材データベース 

 ・ ライブラリィー 

 ・ 図書情報 

 ・ 教具、実験器具、設備 等 

 

● 人材バンク 

 ・ 学生ボランティア 

   （プログラム①・②） 

 ・ 教職大学院院生 

   （プログラム①～③） 

 ・ 教員 

   （プログラム③～⑥） 

 

（ニーズを見極めた的確な支援）（ニーズを見極めた的確な支援）（ニーズを見極めた的確な支援）（ニーズを見極めた的確な支援）    

● 目的 

支援の最適化を図り、支援実践対応を適 

切に行う。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

研研研研    究究究究    開開開開    発発発発    部部部部    門門門門    

宮城教育大学教育復興支援センターの宮城教育大学教育復興支援センターの宮城教育大学教育復興支援センターの宮城教育大学教育復興支援センターの機能機能機能機能    

支支支支    援援援援    実実実実    践践践践    部部部部    門門門門    

支援バンク支援バンク支援バンク支援バンク    

研究開発スキーム・プログラム研究開発スキーム・プログラム研究開発スキーム・プログラム研究開発スキーム・プログラム    

被災地の学校等被災地の学校等被災地の学校等被災地の学校等    

○○○○    宮城県教育委員会・仙台市宮城県教育委員会・仙台市宮城県教育委員会・仙台市宮城県教育委員会・仙台市

教育委員会教育委員会教育委員会教育委員会・・・・その他各教育委その他各教育委その他各教育委その他各教育委

員会員会員会員会    

○○○○    国立教員養成系大学・学部国立教員養成系大学・学部国立教員養成系大学・学部国立教員養成系大学・学部    

○○○○    県内の国公私立大学県内の国公私立大学県内の国公私立大学県内の国公私立大学    

実施結果実施結果実施結果実施結果    

（検証）（検証）（検証）（検証）    

支支支支

援援援援

連携・協働連携・協働連携・協働連携・協働    

支援プログラム①  

  教育復興支援塾事業教育復興支援塾事業教育復興支援塾事業教育復興支援塾事業     

支援プログラム② 

  教員補助事業教員補助事業教員補助事業教員補助事業 

支援プログラム③  

  教員研修等事業教員研修等事業教員研修等事業教員研修等事業 

支援プログラム④ 

  子ども対象・参加イベント事業子ども対象・参加イベント事業子ども対象・参加イベント事業子ども対象・参加イベント事業 

支援プログラム⑤ 

  心のケア支援事業心のケア支援事業心のケア支援事業心のケア支援事業    

支援プログラム⑥  

  こころざし・キャリア教育事業こころざし・キャリア教育事業こころざし・キャリア教育事業こころざし・キャリア教育事業 

支援人材編成 

教材編成 

支援資金調整 

実践プログラム実践プログラム実践プログラム実践プログラム    

＊ 物資の調達・支援 

 ・ 宮城教育大学学校支援ポータ 

ルサイトの運用 

 ・ 物資等の支援 

   児童・生徒用文具、辞典等 

学校運営用物品（教員用事務 

用編、掃除用具等） 

支支支支

援援援援    

１０１０１０１０    
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